













として』（Per Amica Silentia Lunae）を出版する。詩集としては翌 1919年に『クール湖の野生の白







「16人の死んだ男たち」（“Sixteen Dead Men”），「薔薇の木」（“The Rose Tree”），「ある政治犯投
獄者について」（“On a Political Prisoner”），「群衆の指導者たち」（“The Leaders of the Crowd”），「戦













words）2が 2度繰り返され，「道化衣装を身に纏ったところ」（… where motley is worn） （VE 392）
という表現が日常の凡庸性をことさら強調している。
しかしダラダラと続く日常に対応するかのような 16行に及ぶ長い第 1連は，最後の 2行，「す
べては変わった，完全に変わってしまった，／恐るべき美が生まれた」（All changed, changed 













（In ignorant good-will） （VE 392）という表現に，世間知らずのお嬢様の政治狂いという視線が込め
られている。
さらに厳しく批判されているのはマクブライドで，「酔っ払いで，見栄っ張りの与太者」（A 




Yet I number him in the song.           だが彼もこの歌の中に記そう。
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He, too, has resigned his part　　 彼もまたこの偶然の喜劇の役柄を
In the casual comedy;　　　　 振り捨ててしまった。
He, too, has been changed in his turn, 彼もまた出番が来ると，
Transformed utterly:　　　　　 完全にその姿を変えてしまった。










Hearts with one purpose alone       一つだけの目的を持った人々の心は
Through summer and winter seem　 夏，冬と経ることによって，
Enchanted to a stone　　　　　　　 魔法によって一個の石と化し，






































O but we talked at large before  　　　　 あの 16人の男たちが銃殺される前は
The sixteen men were shot,　　　　 ずいぶん長々と話し合った
But who can talk of give and take,　　 だが今は取引だとか，
What should be and what not　　　 ああでもない，こうでもないと言えるかい，
While those dead men are loitering there 沸騰した釜を混ぜっ返そうと，













You say that we should still the land ドイツを打ち負かすまで
Till Germany’s overcome;　　　 国土を平定すべきだときみは言う。
But who is there to argue that 　 しかしピアスが聞こえない，話せない今
Now Pearse is deaf and dumb?　 そんなことを誰が論じ立てようか。
And is their logic to outweigh　　 そんな奴らの理屈が，















‘Maybe a breath of politic words 「恐らく策謀に満ちた言葉の一息か
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Has withered our Rose Tree; 　 または苦々しい海の向こうから
Or maybe but a wind that blows 吹いてくる風が













‘There’s nothing but our own red blood 「ちゃんとした薔薇の木にするのは，




We know their dream; enough　　　　 われわれは彼らの夢を知っている。
To know they dreamed and are dead;　 彼らが夢み，今は死んでいるのを知るほどに。
And what if excess of love 　　　　　　 だが彼らは死ぬまで，














たちの若き日の美貌は，1933年の『螺旋階段，その他の詩』（The Winding Stair and Other Poems）
の冒頭の「エヴァ・ゴア＝ブースとコン・マルキェヴィッチを偲んで」（“In Memory of Eva Gore-






Did she in touching that long wing　　　　 その長い羽に触れて，
Recall the years before her mind　　　　　 彼女は思い出したろうか，
Became a bitter, an abstract thing,　　　　 精神が苦々しく，抽象的になる前を，
Her thought some public enmity;　　　　　 思想が民衆の敵意となり，
Blind and leader of the blind　　　　　　　 盲目となり，盲人を率い，彼らのいる所の，





When long ago I saw her ride　　 大昔に私は見た，ベン・バルベン山の麓で，
Under Ben Bulben to the meet,　 彼女が狩猟隊へと馬を走らすのを。
The beauty of her country-side　　 田園の美しさを
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With all youth’s lonely wildness stirred, 　　 若さの孤独な荒々しさで掻き立てて，
She seemed to have grown clean and sweet　 彼女は岩場で育ち，海を飛ぶ鳥のように，
Like any rock-bred, sea-borne bird;（VE 397） 清らかで美しく成長したと思われた。
こうして，鳥のメタファーを通じて，狩猟に興じていた若いころの端整で溌剌とした姿と，独房
でカモメを慈しむ現在のコンスタンスの姿が二重写しになる。こうしてこの詩は彼女への鋭い批判
を含みながら，同詩集に収められた「わが娘への祈り」（“A Prayer for My Daughter”）の言葉を使
えば，彼女が「根源的無垢」（radical innocence）を回復して欲しいという痛切な祈りへと変化し
ていく。「わが娘への祈り」で娘になってもらいたくないものとして例に出されている「知的敵意」





なり，盲人を率い，彼らのいる所の，／下水の水を啜る」（Blind and leader of the blind/ Drinking 
the foul ditch where they lie）という一節があったが，ここでは「……あたかも溢れる下水がヘリコ
ンの泉であり，／誹謗中傷が歌でもあるかのように」（...as though/The abounding gutter had been 
Helicon/Or calumny a song.）（VE 398）とあり，下水の汚辱のイメージが共通している。恐らくイェ













　　　　　　　　　... .How can they know 孤独を知らない彼らが知りえようか，
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Truth flourishes where the student’s lamp has shone, 学徒のランプが灯ってきたところ，
And there alone, that have no solitude? そこでのみ真理は栄えるということを。
So the crowd come they care not what may come. 群衆は押し寄せるが，どうなっても気にしない。
They have loud music, hope every day renewed 鳴り物入りで，希望も日々変わり，
And heartier loves; that lamp is from the tomb. より良い恋人を求める。ランプは墓から照らす。
                                                                        （VE 398）
扇動家たちのがさつで粗野な生命力と，学究の真理を照らすランプの光が対照されているが，最
後にそのランプは墓から明かりを照らしている。まさにそれは風前の灯火と言えるのかもしれな
い。またこの最後のイメージは，同詩集の 3つ先に収録された「再臨」（“The Second Coming”）
の一節，「最善の者はあらゆる確信を失い，一方で／最悪の者らが激烈な熱情に溢れている」（The 






の最後の作品，「バリリー塔の石に刻む」（“To be Carved on a Stone at Thoor Ballylee”）である。
For one throb of the artery,　　　　　　 動脈が一つ鼓動する間，
While on that old grey stone I sat　　　 風に折れた老木のもと，
Under the old wind-broken tree,　　　 あの灰色の古い石に座り，
I knew that One is animate,　　　　　 私は悟った。唯一者に生があるのであり，



















I, the poet William Yeats,            　　　 われ，詩人ウィリアム・イェイツ，
With old mill boards and sea-green slates, 古い水車の板材と海緑色の石板と
And smithy work from the Gort forge,　 ゴート鋳造の金属細工で
Restored this tower for my wife George; 妻ジョージのためにこの塔を修復す。
And may these characters remain　　 すべてが再び廃墟に帰そうとも，










智の碑」（monuments of unageing intellect）である。これは「群衆の指導者たち」の学究がランプ
の明かりで研究しているものであり，バリリー塔に刻まれた碑文である。
「唯一者」を体現するビザンチウムの賢者たちは「壁の黄金のモザイクのような」（As in the gold 
mosaic of a wall）神の聖なる炎の中に立っている。老人は賢者たちに自分の心を聖なる炎で焼き
尽くし，「永遠の人工物」（the artifice of eternity）へと浄化してくれるように懇願する。それは
「……ギリシャの黄金細工師が／叩いた黄金と黄金のエナメル細工で作るような姿」（...such a form 
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